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第１０回 退職へ 
 

2001 年 3 月 12 日の勤務を最後に長期休暇に入っていた吉田氏は、4 月 19 日より、浦和

電車区の内勤業務に就きましたが、ＪＲ東労組役員らは内勤室でしつこく吉田氏を脅しま

した。しかし、周囲の管理者は「我慢しろ」と言う程度で、守ってはくれませんでした。 
 

5 月 15 日のＪＲ東労組浦和電車区分会の職場集会のレジメには、「私たちは、『吉田問題』

の一定の総括を行いましたが、多くの組合員が発言してきたように、『一緒に仕事はできな

い』『信頼しない』などの意見を踏まえ、最終的にも追いつめていく闘いを全組合員が展開

しなければなりません」と記載されていました。6 月 1 日には、その方針通り、またも大澗

から激しく恫喝されました。そして吉田氏は 6 月中旬に極度の疲労やストレスから「帯状

疱疹」を発症してしまいました。心身ともに極限状態に追い込まれた吉田氏は、6 月末に山

田から責められたことで、もはや耐えられなくなり、退職を決意するに至ったのです。 

7 月には区長が自宅を訪れ、吉田氏を慰留しましたが、今さら話をする気はありませんで

した。7 月 31 日に退職辞令を受け取った際、別れ際に、区長は、小さな声で「すみません

でした」と言いました。退職の日、吉田氏は、職場で大澗や上原被告に出会いましたが、

何も言われませんでした。吉田氏を退職させたことに満足しているようでした。 
 
その後、ＪＲ東労組浦和電車区分会は 9 月 9 日に分会大会を開き、「組織破壊攻撃は絶対

に許さないことを全体で確認し、吉田を脱退へと追い込むことができました。しかし、脱

退してからの吉田に対しては追求（ﾏﾏ）が甘くなり、口をきかない、無視をするなど逆に

職場にいやすい環境を与えてしまったことは、分会の指導性の弱さでありました」と総括

しています。ヒューマニズムの欠片もない、何と、陰湿、低俗な組織でしょうか。 

 

区長・副区長は「退職はいじめが原因」と裁判で証言 
 
刑事裁判の公判で、浦和電車区区長・副区長は次のように証言しました。（次号に続く） 

 
【検察官】吉田さんが自分の本心で望んでＪＲ東日本を退職したというふうに思っていま

すか。【区長】思っておりません。吉田さんの退職理由の内容もありまして、自分の本意

ではなく、退職したのだと思っております。 

【検察官】吉田さんが退職した理由はどういうことにあるというふうに考えていますか。

【区長】いじめからですね。仕事に就けられないというような感じで辞めたんだろうとい

うふうに考えています。 
 
【検察官】吉田社員の退職の理由ですけれども、証人は東労組の組合員からの嫌がらせが

原因だというふうに理解しているということですか。【副区長】はい。 

【検察官】東労組組合員の言葉による攻撃の程度、強さというものは、どのようなものだ

と思っていますか。【副区長】かなり激しいものがあったかなというふうに思っています。 
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